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議事要旨 

○開会あいさつ 

（部会長） 

・本日の会議で改正案を固めるという形で審議していきたい。 

○事務局より会議の案内ならびに配布資料の確認 

【案件１】障害を理由とする差別の解消の推進に関する豊中市職員対応要領の改正について 

（事務局） 

・案件１について説明。 

（委員） 

 ・聴覚障害のところで「盲ろう」と記載されているが、この「盲」というのは、ほとんど使わない言葉で

あり、視覚、聴覚で良いのではないか。 

（委員） 

 ・生活している中では、視覚障害、聴覚障害とは聞くが、「盲ろう」という言葉は聞かない。 

（委員） 

 ・盲ろう者友の会という団体が大阪にはあり、盲ろうを名乗って当事者が活動している。過去 

からの経過も踏まえて、考える必要があると思う。 

（事務局） 

 ・視覚障害と聴覚障害の重複を「盲ろう」との表現で当事者団体も活動されているが、視覚障

害者側の意見を踏まえて、表現については大阪府等に状況を確認するなど検討する。 

（副部会長） 

 ・発達障害や精神障害、高次脳機能障害、強度行動障害などの概念というものが、わが国によ

って今まで使われてきた部分と、ＷＨＯなどの国際的な最新のバージョンと定義が違ってる

部分もあるが、我が国の法律に基づいて最新の情報を踏まえた形の改正案となっているので

評価したい。一方で、豊中市立学校教職員までが職員対応要領に含まれているかどうかにつ

いて、気になっている。 

（事務局） 

 ・職員対応要領の第1版は、平成27年度に作成し平成28年度から実施している。豊中市立小学校

及び中学校の教職員を対象とするのか対象外とするのか当時の検討部会において議論された

経緯がある。平成24年に教職員の人事権が大阪府より豊中市に移譲されたことを踏まえ、人

事課、豊中市教育委員会との調整の結果、職員対応要領の対象に含めた。また、豊中市教育

委員会では「豊中市障害児基本方針」を策定しており、学校における合理的配慮等を基本項

目として別途定め、丁寧に対応されていると理解している。 

（部会長） 

 ・事務局から他に意見はあるか。 

（事務局） 

・資料１の対応要領変更案の16ページと17ページに内閣府の相談対応マニュアルから抜粋した

「不当な差別的取扱い」と「合理的配慮の提供」法的判断の検討プロセスフロー図の掲載に

関し、第1回の検討委員会において副部会長より、フロー図の取り扱いについては検討の余地

がある旨の発言があった。このことを受け、事務局として検討した結果、実際の相談現場で

はイエス・ノーと明確に判断が出来るケースばかりではなく、個々の状況、立場などによっ



て判断する必要があり、単純にフロー図に当てはめれば良いということが独り歩きする懸念

もあるため、フロー図を本文から外す方向で考えている。代替案として、引用文献のリンク

集を資料として巻末に記載し、マニュアルの抜粋であるフロー図だけではなく、内閣府の相

談対応マニュアル全体を職員が参照可能な環境としたいと考えている。このことについて、

委員の意見をお伺いしたい。 

（副部会長） 

 ・フロー図は判断材料の一つで使うということで、事務局の提案どおりで良いと思う。 

（部会長） 

 ・いろいろとご意見をいただき、これで部会案の骨子ができ上がったと思う。他に意見はない

か。 

（副部会長） 

 ・盲ろうの話があったが、盲ろう者の団体や当事者から意見を聞くことは大事であると思うの 

で、その意見を反映してもらえたらと思う。 

（部会長） 

・盲ろうについては、副部会長からの意見のとおり、進めさせてもらって良いか。また、事務 

局との最終調整は部会長に一任という形で良いか。 

（一同） 

・異議なし 

（事務局） 

 ・事務局として当事者の方々のご意見を伺い、表現方法については再度検討し、最終調整につ 

いては、部会長一任で進めさせていただく。 

（部会長） 

 ・部会の報告は、令和7年3月28日開催予定の豊中市障害者施策推進協議会に報告するという形 

になるので、よろしくお願いしたい。 
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